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終わりに 

国の学力調査やPISAなどの国際的な調査結果の公表を契機として，「活用する力」が注目されてきました。

今後，実生活・実社会で算数・数学を生かす活動がますます重視される時代になると思います。その算数・数

学を活用する力をはぐくむためには，活用すること(活用したこと)を子どもたち一人一人に意識させる指導を

積み重ねることが大切であると考えます。そうすることで，自分が身に付けた算数・数学を日常の生活の中で

役立てられないかと常に考える児童生徒を育てることにつながります。また，このことが，学習意欲を高め，

確かな力をはぐくむことになると思います。 

児童生徒は，授業の中で既習事項を活用して新しい問題を自力解決したり，学んだことを活用して学習内容

を発展させたりすることを通して，算数・数学の楽しさを実感していくのではないでしょうか。 

「算数・数学を活用する力」をはぐくむ指導をする際に，本研究の実践事例や授業アイデアを，多くの先生

方に生かしていただけたら幸いです。 
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